
 

９月定例会の概要請願の審査結果
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ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
〈
36
号　

平
成
26
年
11
月
１
日
発
行
〉

〈
議
会
あ
れ
こ
れ
「
請
願
っ
て
な
ぁ
に
？
」・
・
・
国
民
が
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
等
の
公
共
団
体
に
対
し
、
一
定
の
措
置
を
と
る
よ
う
、
あ
る
い
は
と
ら
な
い
よ
う
希
望
し
、
申
し
出
る
こ
と
で
す
。〉

平成 25 年度　特別会計 及び 企業会計

反対

反対

反対

賛成

賛成

●企業会計 …… 独立採算を原則とし、公共福祉の増進を行う事業の会計	
会  計  名 歳　　入 歳　　出

水 道 事 業
収益的収支（水道料金等） 26 億 6,283 万円 22 億 72 万円

資本的収支（工事費等） 29 億 7,984 万円 44 億 1,974 万円

下 水 道 事 業
収益的収支（下水道料金等） 16 億 8,942 万円 16 億 9,122 万円

資本的収支（工事費等） 12 億 4,866 万円 18 億 5,223 万円

＊万円未満の単位については四捨五入

●特別会計 …… 特定の事業を行う場合、一般の歳入歳出と区分して経理する会計	
会  計  名 歳　　入 歳　　出

国民健康保険 174 億 7,107 万円 166 億 8,523 万円

後期高齢者医療	 21 億 7,830 万円 21 億 6,924 万円

国済寺土地区画整理事業	 6 億 8,886 万円 6 億 7,512 万円

岡中央土地区画整理事業	 5,958 万円 3,965 万円

小前田駅北西部土地区画整理事業 5,127 万円 5,127 万円

農業集落排水事業	 8 億 1,748 万円 7 億 9,642 万円

＊万円未満の単位については四捨五入

議　員　名

※会派名は、彩新は彩新連合、みらい会は深谷みらい会、同志会は深谷同志会、共産は日本共産党です。
※議長は同数のみ採決に参加します（〇は賛成、×は反対、欠は欠席）
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 一般会計歳入歳出決算認定について
 国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
 後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
 農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について
 国済寺土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について
 岡中央土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について
 小前田駅北西部土地区画整理事業特別会計歳入歳出
 決算認定について
 水道事業会計利益の処分及び決算認定について
 下水道事業会計決算認定について
男女共同参画推進条例
重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を改正する条例
ひとり親家庭等医療費支給に関する条例の一部を改正する条例
こども医療費支給に関する条例の一部を改正する条例
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
市営住宅管理条例の一部を改正する条例
財産の無償譲渡について
財産の取得について
市道路線の廃止について
市道路線の認定について
 一般会計補正予算（第４号）
 国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
 後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
 農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
 国済寺土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）
 岡中央土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

◆９月定例会　議案に対する各議員の賛否◆

反対

の
新
聞
報
道
が
な
さ
れ
て
い

る
。
従
っ
て
解
決
に
向
け
た

道
筋
が
既
に
示
さ
れ
て
い
る

以
上
、
現
段
階
で
議
会
と
し

て
、
請
願
を
提
出
す
る
こ
と

に
つ
い
て
意
味
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
。

	
 

（
五
間
く
み
子
）

予
防
接
種
時
の
注
射
針

の
使
い
回
し
や
、
医
療

器
具
の
共
有
、
輸
血
や
生
物

学
的
製
剤
な
ど
に
よ
り
、
感

染
し
た
と
疑
わ
れ
る
医
療
原

因
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
疑
わ

れ
る
事
例
も
多
く
、
そ
の
こ

と
に
よ
り
、
苦
し
ん
で
い
る

患
者
へ
の
救
済
措
置
が
必
要

で
あ
る
。	 

（
柴
崎　

重
雄
）

■
請
願
第
33
号
（
不
採
択
）

新
制
度
施
行
に
向
け
て
保

育
・
子
育
て
に
関
す
る
市
政

の
い
っ
そ
う
の
充
実
を
求
め

る
請
願　

　

深
谷
保
育
を
よ
く
す
る
会

　

  　

会
長　

門か
ど
く
ら倉　

陽よ
う

子こ

大
方
の
市
よ
り
多
い
。
市
に

対
す
る
請
願
で
あ
り
、
議
会

と
し
て
は
条
例
提
出
権
も
有

す
る
こ
と
か
ら
、
単
に
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
と

い
う
の
は
短
絡
的
で
あ
る
。

	

（
三
田
部
恒
明
）

一
番
の
目
的
は
地
域
経

済
の
活
性
化
で
あ
る
。

深
谷
市
で
は
、
小
規
模
修
繕

契
約
希
望
者
登
録
制
度
が
あ

る
が
、
事
業
対
象
は
公
共
施

設
修
繕
に
限
ら
れ
て
お
り
、

一
般
住
宅
を
対
象
と
し
た
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

	

（
清
水　
　

修
）

■
請
願
第
32
号
（
採
択
）

ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対

す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関

す
る
請
願

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

　

東
京
原
告
団
幹
事

　

  　
　
　
　

鈴す
ず
き木　

和か
ず
ひ
こ彦

本
年
８
月
弁
護
団
、
原

告
団
及
び
厚
生
労
働
省

と
の
協
議
が
進
捗
し
、
５
年

以
内
に
ウ
イ
ル
ス
性
肝
硬
変
、

肝
ガ
ン
の
医
療
費
助
成
開
始

よ
り
多
い
。

　

請
願
文
に
は
『
経
済
効

果
』
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

る
が
、
他
市
町
の
実
態
を
み

る
と
、
１
年
で
数
十
件
の
実

績
で
あ
る
こ
と
や
、
新
規
事

業
創
出
に
は
な
っ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
税
金
を
使
う
政

策
と
し
て
効
果
は
薄
い
。
議

会
は
政
策
効
果
を
良
く
検
証

す
る
べ
き
で
あ
る
。

	

（
石
川　

克
正
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度

創
設
は
経
済
効
果
を
生

み
出
し
、
地
域
循
環
型
経
済

を
確
保
で
き
る
と
信
じ
る
。

県
内
で
も
30
を
越
え
る
多
く

の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、
住
宅
関
連
業
者
だ
け
で

は
な
く
、
一
般
市
民
に
と
っ

て
も
有
益
な
事
業
で
あ
る
。

	

（
清
水　
　

睦
）

埼
玉
県
内
で
市
町
村
の

制
度
を
検
証
し
た
が
、

補
助
率
、
限
度
額
、
予
算
等

様
々
で
あ
り
、
差
異
が
あ
り

過
ぎ
る
。
深
谷
市
で
実
施
し

て
い
る
耐
震
補
助
に
特
化
し

た
助
成
制
度
の
ほ
う
が
有
益

で
あ
り
、
し
か
も
決
算
額
も

８
０
０
万
円
を
超
え
て
お
り
、

■
請
願
第
30
号
（
採
択
）

「
危
険
ド
ラ
ッ
グ（
脱
法
ハ
ー

ブ
）」
の
根
絶
に
向
け
た
総

合
的
な
対
策
の
強
化
を
求
め

る
意
見
書
提
出
へ
の
請
願

　

公
明
党
深
谷
支
部

　

副
連
合
会
長

　

  　
　
　
　

山や
ま
ざ
き崎　

浩こ
う
じ司

危
険
ド
ラ
ッ
グ
へ
の
対

処
法
、
法
に
よ
る
規
制
、

実
効
的
な
強
制
捜
査
、
当
該

患
者
の
治
療
や
社
会
復
帰
に

向
け
た
取
り
組
み
、
毒
性
・

作
用
の
研
究
な
ど
が
、
欧
米

に
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
。
健

全
な
市
民
生
活
の
安
全
、
安

心
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

ば
か
り
か
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ

の
蔓
延
は
大
局
的
に
み
れ
ば
、

国
家
の
存
亡
ま
で
影
響
を
及

ぼ
す
。	

 

（
柴
崎　

重
雄
）

■
請
願
第
31
号
（
採
択
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

の
創
設
を
求
め
る
請
願

　

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合

　

深
谷
寄
居
支
部

  　

支
部
長　

穐あ
き
や
ま山

忠ち
ゅ
う
じ
ろ
う

次
郎

市
で
は
他
に
住
宅
関
連

補
助
制
度
を
行
っ
て
い

る
。
事
業
費
も
他
市
レ
ベ
ル

請
願
の
審
査
結
果

■
請
願
第
29
号
（
採
択
）

奨
学
金
制
度
の
充
実
を
求
め

る
意
見
書
提
出
の
請
願

　

公
明
党
女
性
局 

木き

田だ　

宏ひ
ろ
み美

要
望
事
項
中
、
２
点
に

つ
い
て
賛
同
で
き
な
い
。

１
点
目
は
海
外
留
学
支
援
と

し
て
国
に
お
い
て
『
飛
び
立

て
留
学
ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
』
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。
２
点
目
は
所
得
連
動
返

還
型
を
導
入
済
み
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
、
債
務
額
が

３
８
０
０
億
円
を
超
え
て
お

り
、
持
続
可
能
性
に
疑
義
が

あ
る
。	

（
清
水　

健
一
）

不
況
、
就
職
難
で
奨
学

金
返
還
滞
納
者
が
増
加

し
て
い
る
。
返
還
期
限
の
猶

予
、
賦
課
率
引
き
下
げ
を
実

施
し
て
き
た
が
、
要
件
が
厳

し
く
、
返
還
猶
予
期
間
の
上

限
が
10
年
と
様
々
な
制
限
が

あ
る
。
要
望
事
項
に
あ
る
所

得
額
に
応
じ
て
返
還
で
き
る

所
得
連
動
返
還
型
の
創
設
が

で
き
れ
ば
、
一
定
割
合
の
社

会
人
の
救
済
策
に
な
る
。
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五
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く
み
子
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奨学金制度の充実を求める意見書 
「危険ドラッグ（脱法ハーブ）」の根絶に向けた総合的な対策の強化を求める意見書
住宅リフォーム助成制度の創設を求める請願
ウィルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書
新制度施行に向けて保育・子育てに関する市政のいっそうの充実を求める請願


